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認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）抜粋
Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

【発症予防の推進】

○ 加齢、遺伝性のもの、高血圧、糖尿病、喫煙、頭部外傷、難聴等が認知
症の危険因子、運動、食事、余暇活動、社会的参加、認知訓練、活発な
精神活動等が認知症の防御因子とされている。

○ 認知症の発症予防については、運動、口腔に係る機能の向上、栄養改善、
社会交流、趣味活動など日常生活における取組が、認知機能低下の予防
に繋がる可能性が高いことを踏まえ、住民主体の運営によるサロンや体
操教室の開催など、地域の実情に応じた取組を推進していく。
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アポE ε4: 7%
教育歴: 8%

難聴: 9%

高血圧: 2%
肥満: 1%

喫煙: 5%

うつ: 4% 運動不足: 3%
社会的孤立:2%
糖尿病:1%

若齢期

中年期

晩年期

潜在的に予防可能

合計35 %
65%

(Gill Livingston et al. The Lancet Commissions:July,2017より一部改変）

予防可能な認知症危険因子の寄与
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